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もっと、いい会社であるために。

　図書館等複合施設「まちやま」が令和４年７月24日にオープンしました。
　「まちやま」は、従来の図書館の枠にとどまらずに多世代・多目的な活動と交流の拠点となるまちなかの中核施設
です。
　１階は図書館、鍛冶ミュージアム、科学教育センター、カフェがあり、互いの活動が混ざり合うにぎやかな空間です。
図書館は、２階、３階へと続き、にぎわいを感じられる明るい吹き抜けのブラウジングコーナーや、ガラス張りの学習室、
靴を脱いでゆったりと閲覧できるたたみコーナーなど、利用者の目的に応じた多様な居場所をつくります。別棟のサイ
エンスホールは、子どもたちの理科学習のほか、講演会やコンサート、映画
上映などイベント会場として多目的に使用できます。
　さまざまなイベントも行っていますので、ぜひ、まちやまへお立ち寄りください。

三条市図書館等複合施設「まちやま」
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　会員の皆様には益 ご々清栄のこととお喜び申し上げ
ます。常日頃は法人会活動にご理解とご協力を賜り、こ
の場をお借りしまして衷心より御礼を申し上げます。
　三条法人会は去る６月８日に第１１回通常総会並び
に公益社団法人移行１０周年記念式典を開催するこ
とが出来ました。三条税務署長様をはじめ大勢のご来
賓の皆様のご臨席を賜り感謝とお礼を申し上げる次第
であります。
　表彰式では長年に渡りご尽力を頂いた個人、協力
団体の皆様に会長として感謝の気持ちを伝えることが
出来ましたこと大変嬉しく思っております。
　また、総会は令和４年度の事業計画、収支予算の報
告と令和３年度の事業報告並びに収支決算の承認を
賜り、無事に終了することが出来ました。
　振り返りますと、令和３年度の事業は税制改正やイン
ボイス制度、電子帳簿保存方式のセミナー等、ほぼ計
画通りに取り組むことが出来ました。
　一方、法人会の課題のひとつであります組織基盤
は、新型ウイルス感染拡大が続く厳しい経済環境の
中、廃業、退会により加入率も47.6％と減少いたしまし
た。新年度は役員１人１社を目標に会員拡大に努めて
まいりたいと思います。
　財政基盤は経常収益が減少したものの、会員交流
事業の減少に伴い当期経常増減額は大幅にプラスで
終了することが出来ました。皆様のご協力に感謝を申
し上げます。
　さて、私達を取り巻く環境は大変厳しい状況が続い
ております。ロシア・ウクライナの紛争も長期化する見通
しでありますし、アメリカの金利上昇に伴う円安により、
原材料・エネルギーの高騰など、予断を許さない状況と
なっております。
　政府は赤字国債で乗り切る方針を打ち出しており
ますが、プライマリーバランスの更なる悪化が危惧され
ます。
　何れにいたしましても、引き続き税務当局並びに税
理士会の皆様のご指導をお願い申し下げる次第であ
ります。
　最後に、会員の皆様の企業のご繫栄とご健勝を祈
念申し上げ挨拶に代えさせていただきます。

　この度の人事異動により、東京国税局調査第一部か
ら三条税務署長として着任しました高野でございます。
前任の栗幅と同様、よろしくお願いいたします。
　新潟県の勤務は初めてとなりますが、三条税務署管
内は風光明媚な地と長い歴史に培われた文化や産業
を有する素晴らしい地域であり、縁あって当地に勤務で
きますことを大変光栄に思っております。
　公益社団法人三条法人会の皆様には、日頃から税
務行政全般にわたり、深いご理解と多大なご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。
　貴会におかれましては、「よき経営者を目指すものの
団体」として、正しい税知識の普及や納税意識の高揚
を図るため、各種説明会等に熱心に取り組まれている
ほか、租税教室への講師派遣や「税に関する絵はがき
コンクール」の 開催による租税啓蒙活動にも積極的に
取り組んでいただいております。
　これらは、野崎会長をはじめとする役員の皆様の優
れた指導と会員の皆様のご尽力の賜物であり、深く敬
意を表する次第です。
　さて、税務行政を取り巻く環境は、経済取引のグロー
バル化やデジタル化の進展、更には新型ウイルス感染
症の影響により、急速に変化しております。
　この変化に適応するため、ｅ–Tａｘの推進とキャッシュ
レス納付の利用拡大を含めた税務行政のデジタルトラ
ンスフォーメンションを推進していくことが必要であると
考えております。
　また、令和5年10月１日から導入されるインボイス制度
に向け、会員の皆様をはじめ、事業者の方々が制度の
理解を十分に深めた上で、それぞれの事業の実態に
応じた対応や準備を進めていただけるよう、引き続き、
周知・広報等を行っていきたいと考えております。
　このような変化に対応し、適正・公平な課税、徴収を
実現していくためには、私どもの力のみでは自ずと限り
があり、皆様のお力添えが必要不可欠であります。
　今後も、皆様とより一層の連携・協調を図り、円滑な
税務行政の推進に努めてまいりたいと考えております
ので、ご支援とご協力を賜りますようお 願い申し上げ
ます。
　結びに、公益社団法人三条法人会の益々のご発
展、　会員皆様のご健勝と事業のご繁栄を祈念いたし
まして、着任の挨拶とさせていただきます。

公益社団法人 三条法人会
会長　野　崎　正　明

三条税務署
署長　高　野　康　弘

ごあいさつ ごあいさつ
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　福利厚生制度に特別功績があった方 に々、感謝状と記念品が贈呈された。
（敬称略・順不同）

　令和４年６月８日（水）午後３時50分より、三条市旭町「ジオ・ワールド ビッ
プ」において、第１１回通常総会が開催された。
第1号議案　令和3年度決算報告承認の件
　議長は議案として、令和３年度決算報告承認の件を上程し、関連がある
ことから、理事会承認事項で総会にて報告事項となっている令和３年度事
業報告から説明するよう事務局に求めた。
　事務局より令和３年度事業報告並びに令和３年度収支決算について
詳細に説明がなされ、山岡監事より監査報告がなされた後、議長が議場に
諮ったところ、満場異議なく可決された。

第2号議案　役員の一部改選の件
　議長は第2号議案として、役員の一部改選の件を上程し、退任理事について事務局に説明を行わせた後、議長か
らの選出案を議場に諮り承認され白倉德幸氏を指名し、満場異議なく可決された。

報告事項
　令和３年度事業報告、令和４年度事業計画・収支予算
　質疑なく報告を終了した。

　議案全てが原案通り承認された後、福利厚生制度功績者に表彰状と記念品の贈呈が行われた。

総会にご臨席いただいたご来賓
　三条税務署長　栗幅　久雄　様
　同法人課税第一部門統括国税調査官　藤田　栄　様
　同法人課税第一部門総括上席国税調査官　伊丹　信人　様
　新潟地域振興局長 （代理）新潟地域振興局県税部三条収税課長　市川　敏夫　様
　関東信越税理士会三条支部支部長　長橋　昇　様
　同副支部長　五十嵐　輝幸　様
　同副支部長　依田　志郎　様
　一般社団法人新潟県法人会連合会会長　永塚　重松　様
　三条商工会議所会頭 （代理）専務理事　長谷川　正実　様
　大同生命保険株式会社新潟支社長　宍戸　清実　様
　同三条営業所長　林　茂久　様
　AIG損害保険株式会社新潟支店長兼長岡支店長　小澤　一郎　様
　アフラック生命保険株式会社新潟支社長(代理)新潟支社次長　岸本　真輔　様

公益社団法人　三条法人会

第11回  通常総会を開催
公益社団法人　三条法人会

第11回  通常総会を開催

・・・・・・・・三条法人会功労者表彰・・・・・・・・

野崎会長より感謝状の贈呈

○福利厚生制度功績者表彰
　大型保障制度
　　大同生命保険㈱　三条営業所　推進社員
　　　桑　原　とも子　　　髙　橋　明　美
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○正味財産増減計算書　令和4年6月8日の総会で承認されました。 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

○貸借対照表　令和4年3月31日現在

令和３年度令和３年度 本会収支決算報告本会収支決算報告

令和４年度令和４年度 事業計画の決定について事業計画の決定について

	 基本財産運用益	 100
	 特定資産運用益	 0
	 受取会費	 6,779,000
	 事業収益	 924,500
	 受取補助金等	 13,814,700
	 雑収益	 69,816
	 経常収益（A）	 21,588,116

	 事業費	 15,348,984
	 管理費	 4,216,783
	 経常費用計（B）	 19,565,767

	 当期経常増減額（A−B）	 2,022,349
	 経常外収益	 0
	 経常外費用	 0
	 税引前当期一般正味財産増減額	 2,022,349
	 法人税、住民税、及び事業税	 0
	 当期一般正味財産増減額	 2,022,349
	 一般正味財産期首残高	 9,203,991
	 一般正味財産期末残高	 11,226,340
	 正味財産期末残高	 11,226,340

	 Ⅰ	 資産の部
	 1.	 流動資産	
		  現金	 15,109
		  普通預金	 6,169,836
		  定期預金	 0
		  未収金	 0
		  前払金	 56,000
	 	 流動資産合計	 6,240,945
	 2.	 固定資産
		  （1）基本財産	
		  定期預金	 5,000,000
		  （3）その他の固定資産
		  電話加入権	 122,800
	 	 固定資産合計	 5,122,800
	 	 資産合計	 11,363,745

	 Ⅱ	 負債の部
	 1.	 流動負債
		  未払金	 26,400
		  預り金	 111,005
	 	 流動負債合計	 137,405
		  負債合計	 137,405
		  正味財産	 11,226,340
		  負債及び正味財産合計	 11,363,745

令和４年度主な事業計画
1.	 税を巡る諸環境の整備・改善等を図るための事業
	 （1）税に関す研修・セミナー事業
	 （2）講演会事業
	 （3）租税教育事業
	 （4）税の広報事業
	 （5）税の調査研究及び社会への提言事業
	 （6）企業の税務コンプライアンスの向上
2.	 地域の経済社会環境の整備・改善等を図るための事業
	 （1）講演会・セミナー事業
	 （2）地域の福祉問題や環境問題などの改善に資する事業
3.	 会員支援のための親睦・交流及び福利厚生に資する事業
	 （1）組織の強化・充実
	 （2）広報活動の充実
	 （3）青年・女性部会の充実
	 （4）法人会会員の福利厚生の向上に資することを目的とする事業
4.	 本会の組織を充実し、全国法人会総連合・新潟県法人会連合会お

よび友誼団体との強化を図る事業
5.	 本会の活動に関係する諸官公庁との連携を図る事業
6.	 その他、本会の目的達成に必要な事業

４年度予算
	 基本財産運用益	 100
	 特定資産運用益	 0
	 受取会費	 6,614,000
	 事業収益	 2,530,000
	 受取補助金等	 13,374,100
	 雑収益	 250,100
　経常収益(A)	 22,768,300

	 事業費	 19,248,937
	 管理費	 4,442,475
	 経常費用計(B)	 23,691,412
	 当期経常増減額(A-B)	 △ 923,112
	 経常外収益	 0
	 経常外費用	 0
	 税引前当期一般正味財産増減額	 △ 923,112
	 法人税、住民税、及び事業税	 0
	 当期一般正味財産増減額	 △ 923,112
	 一般正味財産期首残高	 11,226,340
	 一般正味財産期末残高	 10,303,228
　正味財産期末残高	 10,303,228
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関東信越国税局では、7 月10日付で人事異動が発令されました。
発令内容は、次のとおりです。

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

関東信越国税局　徴収部　主任訟務官 栗　幅　久　雄 税務署長

大 田 原 税 務 署　総務課長 遠　藤　真　行 総務課長

長 岡 税 務 署　管理運営第一部門　総括上席国税徴収官 星　　　剛　史 管  理  運  営  部  門　総括上席国税徴収官

新 発 田 税 務 署　管理運営・徴収部門　統括国税徴収官 小　林　　　恭 管理運営・徴収部門　統括国税徴収官

高 田 税 務 署　法人課税第一部門　統括国税調査官 藤　田　　　栄 法 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官

長 岡 税 務 署　法人課税第三部門　統括国税調査官 伊　丹　信　人 法 人 課 税 第 一 部 門　総括上席国税調査官

●転　出

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

税務署長 高　野　康　弘 東 京 国 税 局　調査第一部　特別国税調査官

総務課長 岡　村　　　透 関東信越国税局　調査総括課　総括主査

管  理  運  営  部  門　総括上席国税徴収官 樹　木　隆　史 関東信越国税局　厚生課　厚生係長

管理運営・徴収部門　統括国税徴収官 金　塚　栄　子 新 潟 税 務 署　管理運営第三部門　統括国税徴収官

法 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官 蟻　塚　広　志 村 上 税 務 署　法人課税部門　統括国税調査官

法 人 課 税 第 一 部 門　総括上席国税調査官 山　口　香　織 長 岡 税 務 署　法人課税第一部門　総括上席国税調査官

●転　入

三条税務署人事異動発令される
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　総会では令和４年度の基本方針は次代を担う青年経営者として、税務知識
の向上と企業経営の健全なる発展、加えて部会員の自由な発想をもとに地域
社会の貢献を目指した事業活動を柱に会員相互のつながりを深める団体とし
て活動する。
　また、公益法人としての使命を達成するため、「税の啓発」をはじめとす
る税務知識の普及及び向上に取り組む。

　特に、青年部会活動の大きな柱である「租税教育活動」および「会員増強運動」について目標値を定
め積極的な展開を図る。
　議案審議では、令和３年度事業報告・収支決算報告・令和４年度事業計画(案)・収支予算(案)が満場
一致で承認された。

　5月24日(火)「三条ロイヤルホテル」において栗幅税務署長、長橋税理士会三条支部長、野崎三条法人
会会長を始め多数の来賓をお招きして定時総会を開催された。
　総会前の記念講演では、栗幅三条税務署長様から「国税庁レポート2021」と題してご講演をいただ
いた。

定時総会の開催

青 年 部 会 の 活 動

　青年部会は租税教室の開催に積極的に取り組んでいる。管内小学校で開催される租税教室の講師とし
て部会員を派遣しており、今年は7月末現在一ノ木戸小学校、名木野小学校の2校で実施した。講師は青
年部会の役員が持ち回りで担当し、説明は税務署の小学生用租税教室の台本をベースに三条法人会青年
部会の独自のシナリオを部会員それぞれが工夫しながら行った。どうしたら子供たちに「税についてわ
かりやすく」理解してもらえるか、部会員で相談しながら今後も租税教室を進めていくこととしてい
る。9月以降も小学校から租税教室の開催希望があり、今後とも多くの児童に税の大切さを伝えて行くつ
もりである。

租税教室の開催
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女 性 部 会 の 活 動

定時総会の開催

　本年度の定例総会は5月18日(水)「鴨川」において栗幅税務署長、長橋税理士会
三条支部長、野崎三条法人会会長を始め多数の来賓をお招きして定時総会が開催さ
れた。
　議案審議では、令和3年度事業報告・収支決算報告を原
案どおり承認するとともに、令和4年度事業計画(案)・収

支予算(案)については、絵はがきコンクールの実施、地域貢献事業のタオルの寄贈
等の事業を例年通り進めていくことと、予算についても原案通り承認した。

　5月18日(水)総会前に加茂市の株式会社マスカガミを見学させていただいた。
　5月は酒の製造が終わっておりましたが、現在5代目の中野社長様からご説明をいただき、酒蔵見学と精米から
洗米、発行、上槽、ろ過、火入れ、ビン詰めまでの工程を詳しくご説明いただき大変有意義な見学となった。

事業所見学会の開催

　4月14日(木)静岡県静岡市のツインメッセで第16回法人会全国女性フォー
ラム静岡大会が開催され、当法人会から4人参加された。
　大会は、各種の新型ウイルス感染症拡大防止策を万全に講じた上、全
国の女性部会員約1,400名が出席して開催され、静岡県内女性部会の租税
教育活動、社会貢献活動の様子や女性部会が租税教育活動として取り組
んでいる絵はがきコンクールの全国各単位会代表作品が展示された。

第16回法人会全国女性フォーラム静岡大会開催

■応募方法及び応募先
　専用はがきまたは官製はがきの表に氏名、小学校名、学年等必要事項と
裏面に税に関する絵を描いてご応募ください。
■応募締め切り　令和4年9月30日(金)当日消印有効
■表彰・結果
　事務局を通じてご本人または学校に通知するとともに、法人会ホーム
ページ等にて発表します。
■応募・問い合わせ先
　〒955-0092　三条市須頃一丁目20番地　三条商工会議所会館5階
　公益社団法人三条法人会女性部会　　　TEL0256-35-6350

第11回絵はがきコンクール作品募集中

令和３年度最優秀作品
嵐南小学校　佐々木　愛莉さん
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　弊社は、三条市下田地区に位置し「地域の人材と資
源の活用を目指す」との理念のもと、砂利採取販売
業・生コンクリート製造販売業等を営んでいます。関
連会社とともに「お客様第一」として、いろいろなお
客様のご要望にお応えしたいと努力しています。
　会社設立は昭和38年7月であり、当時は砂利採取販売
業のみの営業でありましたが、その後、昭和42年1月に
生コンプラント・砂利プラントを新設し、これを機に現
商号に変更した経緯があります。社名の由来は信濃川水
系の支流である「五十嵐川の北に拠点を定める」との思
いから命名したものです。
　砂利採取については、初めは五十嵐川上流の川原の砂利採取権を取得し採取・販売をしていまし
た。その後、採取を山の原石に求めたり、近年は田圃を掘り起こし採取・選別・販売しています。
限りある資源を有効に活用したいと考えています。
　また、生コン製造については、昭和42年に既存業者からの提案等があり現在の事務所所在地にプ
ラントを新設。その後、建設ブームならびに災害復旧工事需要もあり、昭和47年に現生コン工場所
在地にプラントを新設（その後、昭和60年に全面改造）。昭和49年には、公共工事への対応のため
に日本産業規格（JIS）を取得しています。加えて、「困難な事柄へも果敢に挑戦する」との企業風
土のもと、平成31年には、扱いは難しいものの高層構造物等へも対応できる高強度コンクリートの
大臣認定工場となるなど進化を続けています。

　その他、来年7月に設立60年を迎える
こともあり、本年４月に関連会社ととも
に　①地域社会への貢献　②循環型社会
の実現　③社員の幸福の追求　④環境負
荷の軽減を柱としたSDGs宣言を行うな
ど、引き続きインフラ整備等に欠かせな
い企業として社会貢献の一端を担ってい
きたいと考えています。

企業訪問
●代 表 者  代表取締役　刈屋 哲
●住 　 所  〒 955-0151　新潟県三条市荻堀 734 番地 3
	   TEL 0256-46-2313　FAX 0256-46-4894
●資 本 金  3,000 万円
●従業員数  45 名
●事業内容  砂利採取販売業、生コンクリート製造販売業
●Ｕ Ｒ Ｌ  http://www.ranpoku.com
● e - m a i l　ranpoku@ranpoku.com

【会社の概要】
嵐北産業 株式会社
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　令和４年３月１５日三条商工会議所会館で、三条税務署担
当官をお迎えし、「電子帳簿保存方式研修会」を開催した。
　「電子計算機を使用して作成する国税関係帳簿書類の
保存方法等の特例に関する法律」の改正等が行われ、令和
４年１月から施行され、帳簿書類を電子的に保存する際の手
続等について見直しがなされました。
　研修会は５０名が受講し、電子取引で受領したデータは電子データとしての保存が義務付けられるように
変わったことなど電子帳簿保存方式についての留意点について詳しく説明を受けた。

電子帳簿保存方式研修会の開催

　三条法人会は、三条税務署と共催で決算期別説明会を開催しています。三条税務署担当官から法人税
申告書の作成及び留意点等の説明を三条商工会議所、加茂商工会議所、見附商工会の３会場で年４回開
催しています。

決算期別説明会の開催

決　算　月 説明会開催月

3月、4月、5月 4月下旬頃
6月、7月、8月 7月下旬頃
9月、10月、11月 10月下旬頃
12月、 1月、 2月 １月下旬頃
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生 き る 〜 健康法・趣味〜

編 集 後 記

　毎日毎日異常とも言える暑さの中、会員の皆様方には法人会活動にご尽力いただき誠に有難うございま
す。今年の６月には公益社団法人移行１０周年記念式典にご参加いただきまして有難うございました。コロ
ナ感染者が収束しないまま盛大な式典が出来なかったこと、非常に残念に思います。しかしながら今年は、
３年ぶりに法人会親善ゴルフコンペを開催予定です。また公益社団法人移行１０周年という記念ゴルフコン
ペになります。何とか全国的に新規感染者の減少により、盛大な記念ゴルフコンペとなるよう祈っています。
　まだまだ物価高・燃料高等、経営には厳しい環境が続いていますが、何とかこの難局を乗り切って参りた
いと思います。こんな中ですが、会員の皆様方には三条法人会に対して今まで以上にご尽力いただけるよ
う宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務・広報委員長　長岡信治）

　私は元々鉄工所を営んでい
る。織機の部品製造やメンテナンスを主として昭和
43年に父が興した会社だ。私が中学生の時だ。当
然私は兄と共に家業に入るものだと思い、疑うことな
く進路を決めた。しかし残念ながら、兄が若くして亡
くなったため、私ひとりが家業に就くことになった。

　そんな私がなぜか旅館の経営もしている。ひょん
なことから越後シーサイドライン入口近くの、廃業し
た旅館の買い取りの話を受けた。旅館経営などし
たことがない。冷静に考えれば断るところだが、そ
の時はどうしたのだろう、何かが閃いたのだろう、あ
まり深くも考えず話を受けてしまった。
乗り掛かった舟、経営は鉄工所も旅館もノウハウは
同じと考えたが運営は素人だ。
趣味は海外旅行。仕事とプライベートで何か国も
旅をし、あらゆるホテルに泊まった経験が生かされ
たと思う。旅館のイメージができてきた。だが、最大
の問題があった。私には料理ができない。そんな時
に知人から有名中華料理店に勤めていた料理人
を紹介してもらうことができた。よし、行こう！元来ポジ
ティブなほうだ。思い切って古い旅館を建て直し、
手探りで旅館を始めた。素人の旅館経営、地元の
同業者にはさぞ物珍しく写っただろう。皮肉を言う

人もいた。しかしそこを逆手にとり、常にお客様の目
線を心がけた。
今から15年ほど前、アラフィフからの挑戦だ。
料理はできないが、他にできることは何でもやった。
幸い機械には明るい。手作りのホームページは商
工会の講習会で習ったものだ。

　父の後を継いだことは今でも疑問に思っていな
い。しかし兄は違ったようだ。旅館を始めてから何
年もたってから聞いた話だが、兄は生前料理人に
なりたいと言っていたようだ。
そうか、兄は私を借りて兄の人生を生きているので
はないか。合点がいく。当然だが私の料理の腕で
は兄が納得いかないだろう、後でわかるのだが、今
の料理人を引き逢わせたのも不思議な巡り合わせ
だった。
旅館は設備投資を重ねている。廃業した隣の温泉
を旅館に引き入れたのもその一つ、現在は温泉旅
館として好評をいただいている。兄も満足している
ことだろう。

　今年66歳、まだまだふたつの人生を楽しんでい
こう。

『兄と私、ふたつの人生』
株式会社　近藤精機

代表取締役　近藤　誠津雄  様
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次ページもご覧下さい。
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新潟支社 950-0088 新潟市中央区万代4丁目4-27　新潟テレコムビル4階

2022-0090-2207039
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新潟支社三条営業所/新潟県三条市林町2-1-24　TEL 0256-33-3045


